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よりよい伊賀市に仕事も大事！生活も大事！
　１月 29 日、伊賀上野交流研修
センターで、～仕事と生活の調和

『ワーク・ライフ・バランス』を
考えてみませんか～をテーマにセ
ミナーを開きました。
　参加者は、自分自身の仕事と生
活のバランスチェックや、参加者
同士のグループワーク、講師の講
義を通して、仕事と生活のバラン
スをとることの重要性を学びました。
　また、男性と女性が政治的・経
済的・社会的に、ともに責任を負
うべきであることなども、学習しま
した。

ワーク・ライフ・バランスセミナー

子どもの話を聞こう
　２月５日、島ヶ原子育て
支援センターで、子育て応
援パワーアップ講座を開
き、㈶生涯学習開発財団認
定コーチの葛巻直樹さん
が、「子育ち支援」につい
て講演しました。
　「子育ち支援」は、親や
教師など子どもを育てる人
を支援する「子育て支援」とは違い、子ども自身が持っ
ている力を引き出すための支援をいいます。
　葛巻さんは、「子どもが素直に育つためには、子ど
もが本質的に持っている能力や持ち味、可能性を引き
出すコミュニケーションが大切です。」と話しました。
　子どもと話をするとき、つい大人の気持ちや考えを

押し付けてしまうこ
とがありますが、子
どもがどんな気持ち
で話しているのか、
大人の解釈で済ませ
ず、その気持ちを聞
いてあげることが大
切だそうです。

子育てパワーアップ講座

　１月 21 日、伊賀市総合計画審議会から、内保市長に、
総合計画の後期基本計画が答申されました。
　会長の廣澤浩一さんは、「各分野の専門家にも参加
していただき、活発な意見交換がありました。パブリッ
クコメントの件数は少なかったものの、それを補える
ほどの十分な議論ができたと思っています。」と話し
ました。
　これを受け、市長は「合併から６年が経ち、社会状
況は変化しています。地域主権や協働などの考え方を
重視し、市民の声を聞く方法をさらに検討したいと
思っています。答申でご指導いただいた点については
十分考慮し、事業を進めていきたいと考えています。」
と述べました。

伊賀市総合計画後期基本計画　答申

力を合わせて

　産学官連携の拠点となる三重大学伊賀研究拠点の活
性化と、共同研究の促進による産業振興を目的とし
て、1 月 28 日、ヒルホテル サンピア伊賀で、第２回 
三重大学発 産学官連携セミナー in 伊賀 2010 を開き
ました。
　三重大学大学院生物資源学研究科教授の平塚伸さん
は、フィールドサイエンスセンターで進めている果実
の新しい栽培方法について講演しました。
　また、㈲芭蕉農林の中森律子さんが、「有害獣とし
て捕獲した獣肉等の有効活用」と題して、猟友会など
が捕獲したシカの食肉以外の部分を利用して、犬のお
やつなどとして販売している実績を報告し、事業を継
続させることで地域に雇用を生み出したいと話しまし
た。

第２回三重大学発
産学官連携セミナーin伊賀2010
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愛らしい姿がずらり
第15回あやま芸能交流会

　２月５日から始まった伊賀上野・城下町のおひなさ
んは、今年もたくさんの観光客でにぎわいました。
　３月３日まで実施しているこのイベントは、上野本
町通りで行っていて、観光客の中には遠いところで関
東地方から訪れる人もいます。
　開催中は、今では珍しい古雛の展示のほか、おひな
こけしの製作なども体験ができ、また飲食店ではおひ
なさんにちなんだ特別メニューも用意されています。
　おひなこけしの製作では、いなべ市から訪れたグ
ループが体験し、思い思いのおひなこけしの製作に取
り組みました。完成すると「思っているより難しかっ
たけど、地域の人に親切に教えてもらいました。」と
笑顔で話していました。
　またこのイベントに伴い、昨年 12 月に募集したお
ひなさんの絵手紙では多くの応募がありました。絵手
紙 180 点 や、 絵
手紙の行

あ ん ど ん

灯、菜の
花を展示し、春の
暖かさを感じるイ
ベントとなってい
ます。

歌あり、踊りあり
伊賀上野・城下町のおひなさん

　２月６日、あやま
文化センターで、第
15 回あやま芸能交流
会を開きました。こ
の交流会は、阿山地
域の文化を後世に伝
えていきたいという
思いで毎年開いてい
るものです。
　子どもたちによる吹奏楽グループ「チャレンジバン
ド」や、あやま文化センターで毎月１回指導を受けな
がら練習している「カラオケサークルささゆり」、３
歳から小学生までの子どもたちによるキッズダンス

「フルーツバスケットＪ
ジ ュ ニ ア

ｒ」など、17 団体 150 人の
参加がありました。
　ほかにも、地域に眠っている太鼓を使って、皆さん
に元気と勇気を与えようと始めた「阿山和太鼓保存会
阿山あかまつ太鼓」や、ソーラン節を取り入れたダン
スソーランのグループ「踊

お ど り ゃ ん せ

乱勢」なども出演しました。
　最後は、この交流会の恒例となっている「阿山町音
頭」を、参加者と来場者全員で合唱し、交流会を締め
くくりました。
　会場ロビーでは、
書道サークルや、洋
画サークル、俳句会
などの作品も展示し
ました。


